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和's
YAMATO

わず やまと

花咲の湯（左の写真）の玄関口にある、武尊の恵水の水汲み場

武尊牧場。武尊山東麓、標高1500mの高原に広がる牧場で、6月頃からはレンゲツツジ
の群落が咲きそろいます。
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坂本龍馬の軌跡  第二回
～下関、長崎で歴史の舵を切る～

薩長同盟の仲介と、亀山社中の結成

お客様紹介 医療法人大誠会  様（群馬県沼田市）

尾瀬の郷 片品の湧水群・武尊の恵水名水探訪

～現代まで続く、徳義を重んじる気風～

「西郷隆盛と庄内の人々」

酒井忠久氏に聞く
酒井家（旧庄内藩主）第十八代当主

Summer
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武
尊
（
ほ
た
か
）の
恵
水
は
、武
尊
山
の
麓
に
あ
る

「
花
の
駅
・
片
品
花
咲
の
湯
」の
、玄
関
横
に
位
置
す
る

湧
水
で
す
。こ
の
水
汲
み
場
は
、尾
瀬
の
郷
片
品
湧
水

群
が「
平
成
の
名
水
百
選
」（
環
境
省
選
定
）に
選
ば
れ

た
記
念
に
、花
咲
の
湯
近
く
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

尾
瀬
の
郷
片
品
湧
水
群
は
、水
質
が
非
常
に
優
れ
て

い
る
上
に
、村
民
に
よ
る
植
林
や
山
林
保
護
等
の
環
境

活
動
へ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、平
成
の
名
水
と
し

て
認
定
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

花
咲
の
湯
は
、県
道
６４
号
線
・
奥
利
根
ゆ
け
む
り
街

道
の
日
帰
り
温
泉
施
設
で
、文
字
ど
お
り
、美
し
い

花
々
に
囲
ま
れ
た
温
泉
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　　

花
咲
の
湯
の
玄
関
口
横
に
あ
る
武
尊
の
恵
水
の
湧

出
点
は
、そ
こ
か
ら
さ
ら
に
山
の
中
に
入
っ
た
武
尊
牧

場
内
に
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

武
尊
山
に
降
っ
た
雪
や
雨
水
が
、ブ
ナ
の
原
生
林
に

浸
透
し
、長
い
年
月
を
経
て
湧
水
と
な
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
片
品
湧
水
群
の
中
で
最
大
規
模
の
こ
の
湧

水
は
、ア
ル
カ
リ
性
で
水
質
が
柔
ら
か
く
、大
変
お
い
し

い
水
と
し
て
し
ら
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

そ
の
名
水
は
牧
場
ス
キ
ー
場
の
水
道
水
と
し
て
も

利
用
さ
れ
、ス
キ
ー
ヤ
ー
た
ち
の
喉
を
う
る
お
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村



海
軍
に
大
望
を
託
し
、

　
　

理
想
に
向
か
っ
て
行
動

　

元
治
1（
1
8
6
4
）年
6
月
、京
都
に
潜
伏

中
の
攘
夷
派
の
志
士
を
新
撰
組
が
襲
う
池
田
屋

事
件
が
起
こ
り
、そ
れ
に
抗
議
す
る
大
義
名
分

を
掲
げ
、長
州
藩
が
京
都
に
向
け
進
軍
。し
か
し

薩
摩
藩
・
会
津
藩
に
大
敗
し
、朝
敵
の
汚
名
を
受

け
る
こ
と
に
な
る（
禁
門
の
変
）。こ
れ
を
き
っ
か

け
に
し
て
幕
府
は
長
州
征
伐
を
断
行
、さ
ら
に

英
米
仏
蘭
の
連
合
艦
隊
が
下
関
を
砲
撃
し
、長

州
藩
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
。　
　
　
　

　

池
田
屋
事
件
、禁
門
の
変
と
続
く
社
会
の
不

穏
な
空
気
は
、龍
馬
た
ち
が
学
ん
で
い
る
神
戸
海

軍
操
練
所
に
も
及
ぶ
。
同
所
の
塾
生
が
池
田
屋

の
密
会
に
参
加
し
て
お
り
、新
撰
組
に
斬
殺
さ
れ

た
こ
と
が
判
明
。そ
の
他
に
も
塾
生
の
中
に
尊
王

攘
夷
派
が
紛
れ
て
い
る
と
幕
府
か
ら
疑
わ
れ
、わ

ず
か
半
年
で
操
練
所
は
閉
鎖
さ
れ
た
。
勝
海
舟

は
軍
艦
奉
行
を
免
職
に
な
り
、龍
馬
た
ち
塾
生

は
行
き
場
を
失
っ
て
し
ま
う
。　
　
　
　
　
　

　

し
か
し
、海
舟
が
西
郷
隆
盛
に
仲
介
を
依
頼

し
、
龍
馬
ら
は
薩
摩
藩
の
家
老
・
小
松
帯
刀

（
こ
ま
つ
た
て
わ
き
）に
預
け
ら
れ
た
。　
　
　
　

　

高
知
を
脱
藩
し
た
龍
馬
は
、一
路
、下
関
へ
と

向
か
う
。
文
久
２（
1
8
6
2
）年
3
月
の
こ
と

だ
っ
た
。
ま
ず
下
関
を
目
指
し
た
の
は
、勤
王
の

志
士
を
支
援
す
る
商
人
・
白
石
正
一
郎
を
訪
ね
た

も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
正
一
郎
は
荷
受
問
屋
を
営

ん
で
い
た
た
め
旅
人
か
ら
の
情
報
を
得
や
す
く
、

薩
摩
藩
と
も
深
い
関
わ
り
が
あ
り
、倒
幕
派
の
動

静
に
も
通
じ
て
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

龍
馬
は
正
一
郎
か
ら
薩
摩
の
実
力
を
知
ら
さ

れ
た
の
か
、下
関
か
ら
薩
摩
半
島
を
目
指
す
が
、

入
国
を
拒
否
さ
れ
る
。そ
の
た
め
今
度
は
、剣
術

修
行
時
代
の
顔
な
じ
み
で
あ
る
千
葉
重
太
郎（
龍

馬
が
門
人
で
あ
っ
た
千
葉
道
場
の
師
範
）を
頼
り
、

江
戸
に
向
か
う
。そ
こ
に
特
別
な
使
命
や
、確
固

た
る
目
的
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。一
介
の
脱
藩

浪
人
の
龍
馬
に
と
っ
て
、「
自
分
に
で
き
る
こ
と
は

何
か
」
を
模
索
し
な
が
ら
の
旅
と
な
っ
た
。　
　

　

江
戸
に
着
く
と
、重
太
郎
の
紹
介
で
福
井
藩

主
の
松
平
春
嶽（
ま
つ
だ
い
ら
し
ゅ
ん
が
く
）に
会

い
、さ
ら
に
春
嶽
の
計
ら
い
で
勝
海
舟
を
訪
ね
、そ

の
識
見
に
感
銘
し
海
舟
の
門
下
と
な
る
。　
　

　

元
治
１（
1
8
6
4
）年
5
月
、勝
海
舟
は
幕

府
の
軍
艦
奉
行
職
に
就
き
、神
戸
に
海
軍
操
練

所
を
開
設
。龍
馬
は
嬉
々
と
し
て
、航
海
術
な
ど

を
学
ぶ
こ
と
と
な
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

姉
の
乙
女
宛
に
書
い
た
手
紙
の
、「
日
本
を
今
一

度
洗
濯
い
た
し
候
」は
有
名
な
一
節
だ
が
、そ
こ
か

ら
も
龍
馬
が
当
時
、理
想
の
国
家
づ
く
り
に
熱

く
燃
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。　
　
　
　

神
戸
海
軍
操
練
所
が
閉
鎖
さ
れ
、

　
　

薩
摩
藩
の
庇
護
を
受
け
る

関門海峡　壇ノ浦の源平合戦や巌流島の決闘など、歴史の重要な舞台となった関門海峡。１日に潮の流れが４回変わり、大小700隻の船が行き交う。

砲台のレプリカがある壇ノ浦の砲台跡（みもすそ川公園）
元治１（1864）年８月、長州藩の外国船攻撃を敢行した下関戦争は、長州藩兵とイギリス・フランス・オランダ・アメリカの４カ国連合艦隊との交戦を
もって終結した。長州藩士の勇敢で潔い戦い方に、列強の軍幹部は驚嘆し、敗者ながらも丁重に接したそうだ。

下関

長崎

下
関
、長
崎
で
歴
史
の
舵
を
き
る

薩
長
同
盟
の
仲
介
と
、

亀
山
社
中
の
結
成

下
関
、長
崎
で
歴
史
の
舵
を
き
る

薩
長
同
盟
の
仲
介
と
、

亀
山
社
中
の
結
成

坂
本
龍
馬
肖
像
画　

藤
田
紫
香　

画
（
高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館
蔵
）

みもすそ川公園での、歴史体感紙芝居
下関戦争や、高杉晋作・坂本龍馬の活躍などを、
鐘と太鼓を鳴らしながら熱演する。

勝
海
舟

江
戸
・
本
所
の
旗
本
。
幕
末
維
新
期
の
開
明
的
な
幕
臣
。

戊
辰
戦
争
で
は
西
郷
隆
盛
と
の
会
見
で
江
戸
城
の
無
血
開
城
を

果
た
す
。（
亀
山
社
中
資
料
館
蔵
）

坂
本
龍
馬
の
軌
跡 

・ 

第
二
回

東行庵　　　　　　　　　　　　　　　　
晋作の死後、側室おうのは尼となって墓を弔っ
た。明治17年にはおうのの棲家・東行庵の建
物が、山県有朋・伊藤博文・黒田清隆らの寄付
によって建てられた。　　　　　　　　　　

功山寺の高杉晋作回天義挙（かいてんぎきょ）銅像
元治１（1864）年、長州藩では幕府恭順派が
主導権を握っていたが、晋作はわずか８０人で
挙兵、藩論を倒幕へと統一した。　　　　　

天保製長州砲（みもすそ川公園）　　　　　
関門海峡で行われた攘夷戦で、長州藩の青銅
砲は、すべて戦利品として外国に運び去られた
が、１９８４年にフランスから貸与の形で里帰りし
た。写真は精密な模型で、みもすそ川公園に展
示されている。　　　　　　　　　　　　　
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亀
山
社
中
記
念
館
周
辺
の
坂
道
が「
龍
馬
通
り
」だ
。そ
の
道
の
途
中
に
、

「
龍
馬
の
ブ
ー
ツ
像
」が
あ
る
。日
本
で
初
め
て
ブ
ー
ツ
を
履
い
た
の
が
龍
馬
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

若
宮
神
社
境
内
に
は
、風
頭
公
園
に
建
て
ら
れ
た
龍
馬
像
の
原
型
と
な
る

高
さ
１
メ
ー
ト
ル
の
像
が
あ
る
。長
崎
市
内
を
背
に
し
た
、凛
々
し
い
姿
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

西郷隆盛　　　　　　　　　　
薩摩藩は薩長同盟により、幕府
との対決姿勢を鮮明にし、明治
維新に向け時代が大きく動くこ
となる。（亀山社中資料館蔵）

　

薩
長
同
盟
は
慶
応
２（
1
8
6
6
）年
10
月
に

成
立
す
る
が
、ま
さ
に
龍
馬
の
機
転
や
気
配
り
が
、

二
大
雄
藩
を
歩
み
寄
ら
せ
た
と
も
い
え
よ
う
。

　

朝
敵
の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
た
長
州
藩
は
、

薩
摩
藩
に
援
助
を
願
い
出
る
の
は
武
士
と
し
て

恥
ず
べ
き
行
為
で
あ
る
、片
や
薩
摩
藩
は
、困
っ
て

い
る
長
州
藩
の
方
か
ら
、先
に
救
い
を
求
め
て
く

る
の
が
筋
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。　
　
　
　
　

　

龍
馬
に
よ
っ
て
、内
々
に
両
藩
の
た
め
の
お
膳

立
て
が
な
さ
れ
て
も
、ど
ち
ら
も
同
盟
の
話
を
切

り
出
さ
ず
、こ
う
着
状
態
に
陥
っ
た
。そ
こ
に
龍

馬
が
登
場
し
、木
戸
孝
允（
当
時
は
桂
小
五
郎
）、

西
郷
隆
盛
の
会
談
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
取
り
計

ら
い
、つ
い
に
同
盟
が
締
結
さ
れ
た
。同
盟
が
結
ば

れ
る
ま
で
紆
余
曲
折
し
た
原
因
は
、い
わ
ゆ
る

「
武
士
の
体
面
」で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　

　

両
藩
と
も
倒
幕
に
関
す
る
考
え
は
一
致
し
、

同
盟
の
内
容
に
つ
い
て
も
既
に
中
岡
慎
太
郎
ら
の

活
躍
で
整
い
、大
き
な
食
い
違
い
が
あ
る
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
前
述
の
禁
門
の
変
な
ど
で
敵
対
し

た
両
藩
を
、何
と
か
和
解
さ
せ
る
こ
と
が
龍
馬
の

最
大
の
目
的
で
あ
っ
た
。薩
摩
と
長
州
双
方
の
面

目
を
保
ち
な
が
ら
、歴
史
的
な
同
盟
へ
と
導
い
た

龍
馬
の
功
績
は
大
き
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

薩
長
同
盟
実
現
に

　
　

龍
馬
が
果
た
し
た
役
割
と
は

幕末の長崎港
港には数多くの外国船が停泊しており、賑わいを見せていた。
（亀山社中資料館蔵）

海援隊士の記念写真 
左から3番目が龍馬。海援隊は西国諸藩の
ため、運輸・貿易などを行っていた。
（亀山社中資料館蔵）

龍馬通り
坂の多い長崎だが、２～３キロ続くハイキングコース
となっている龍馬通りも、階段の多い坂道である。

　

坂
本
龍
馬
が
時
代
の
寵
児
と
し
て
活
躍
し
た

幕
末
は
、幕
府
の
威
信
が
低
下
し
、価
値
観
が
め

ま
ぐ
る
し
く
、大
き
く
変
化
す
る
時
代
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
変
革
期
に
、龍
馬
は
地
位
も
権
力
も

無
い
中
で
、自
ら
の
志
を
貫
く
た
め
に
、策
を
め

ぐ
ら
し
、行
動
し
た
。
数
々
の
運
命
的
な
出
会
い

で
成
長
を
遂
げ
、歴
史
の
舞
台
で
大
き
な
役
割

を
演
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。　
　
　

　　

世
界
に
通
じ
る
海
に
魅
せ
ら
れ
船
を
操
る
こ

と
、「
日
本
」
を
建
て
直
し
、新
し
い
国
を
つ
く
る

こ
と
、龍
馬
の
夢
は
確
実
に
現
実
化
し
て
い
っ
た
。

藩
を
超
え
て「
日
本
」
を
と
ら
え
た
国
際
感
覚
、

現
実
を
打
ち
破
る
想
像
力
と
行
動
力
で
、夢
・
理

想
を
ひ
と
つ
ず
つ
実
現
し
た
姿
に
、我
々
現
代
人

は
今
な
お
強
く
惹
か
れ
る
の
で
あ
る
。　
　
　
　

龍
馬
の
深
い「
人
間
力
」

長
崎
に
亀
山
社
中
を
設
立
し
、

　
　

念
願
の
海
運
業
を
手
が
け
る

　

亀
山
社
中
は
、薩
摩
藩
や
長
崎
商
人
の
援
助

を
受
け
て
、日
本
最
初
の
海
運
商
社
と
し
て
慶

応
１（
1
8
6
5
）年
閏（
う
る
う
）5
月
に
設
立

さ
れ
た
。
同
社
は
民
間
の
会
社（
社
中
）が
外
国

と
貿
易
を
行
う
と
い
う
画
期
的
な
事
業
体
制
を

と
り
、龍
馬
は
か
ね
て
か
ら
思
い
描
い
て
い
た
海

運
業
を
手
掛
け
始
め
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

ス
ポ
ン
サ
ー
の
薩
摩
藩
か
ら
は
、隊
長
の
龍
馬

を
は
じ
め
と
し
、社
中
の
一
人
に
つ
き
一
律
3
両
２

分
の
給
料
が
支
給
さ
れ
た
。こ
れ
は
、当
時
の
書

生
が
１
ヵ
月
間
普
通
の
暮
ら
し
が
で
き
る
だ
け
の

額
で
あ
っ
た
と
い
う
。
社
中
全
員
が
同
額
の
給
料

な
の
は
、仲
間
内
で
差
別
を
し
な
い
と
い
う
、龍

馬
の
考
え
方
が
浸
透
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

亀
山
社
中
の
事
業
は
、長
崎
居
留
地
の
外
国

商
人
か
ら
武
器
な
ど
の
物
資
を
購
入
し
、日
本

各
地
か
ら
注
文
を
受
け
て
、そ
れ
ら
を
船
で
運
ぶ

海
運
業
で
あ
っ
た
。こ
の
貿
易
活
動
が
、歴
史
を

大
転
換
さ
せ
る
薩
長
同
盟
に
、大
き
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
に
な
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

長
州
藩
は
禁
門
の
変
の
後
、朝
敵
の
汚
名
を

着
せ
ら
れ
、幕
府
か
ら
長
崎
で
の
武
器
購
入
を
禁

止
さ
れ
て
い
た
。幕
府
軍
の
第
二
次
長
州
征
伐
が

迫
る
中
で
、同
藩
の
武
器
調
達
は
至
上
命
題
で

あ
っ
た
。
当
時
、幕
府
と
欧
米
列
強
か
ら
標
的
に

さ
れ
て
い
た
長
州
藩
は
、西
国
の
雄
藩
・
薩
摩
と
の

和
解
を
求
め
る
。一
方
、薩
摩
藩
に
と
っ
て
も
、

幕
府
権
力
の
強
化
は
決
し
て
望
ま
し
い
も
の
で
は

な
か
っ
た
。薩
摩
は
反
幕
府
の
雄
藩
連
合
構
築
を

目
指
し
て
お
り
、そ
の
た
め
に
は
是
が
非
で
も
、

長
州
と
の
提
携
を
成
し
遂
げ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
薩
摩
は
、窮
地
の
長
州
を
支
援
す
る
た

め
、薩
摩
藩
名
義
で
英
国
人
貿
易
商
の
グ
ラ
バ
ー

か
ら
武
器
を
購
入
。そ
れ
ら
が
長
州
藩
に
わ
た
る

流
通
を
、亀
山
社
中
が
手
が
け
る
こ
と
に
な
る
。

逆
に
長
州
藩
か
ら
薩
摩
藩
に
は
、飢
饉
に
よ
り

不
足
し
て
い
た
米
を
運
ぶ
段
取
り
と
な
り
、龍
馬

は
社
中
を
使
っ
て
、両
者
の
間
を
取
り
持
つ
役
割

を
担
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亀
山
社
中　

　

薩
摩
と
長
州
を
急
接
近
さ
せ
る

桂小五郎　
吉田松陰に師事し、幕末の攘夷・
倒幕運動に先導的な役割を果た
した。（亀山社中資料館蔵）

長崎の夜景
龍馬が初めて長崎の地を踏んだのは、勝海舟の従者の一人としてで、元治１（1864）年
のことであった。

薩長同盟盟約の裏書（複製）
慶応２年２月　桂小五郎宛。同年、龍馬が立ち会い、薩長同盟が成立したが、
慎重な桂は盟約六箇条を書きつづり、龍馬に確認のための裏書を求めた。
（高知県立坂本龍馬記念館蔵）

亀山社中の跡　　　　　　　　　　　　　　　　　
現在は建物を復元した記念館があり、龍馬ゆかりの資
料を多数展示している。亀山社中は後に土佐海援隊
となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

出島オランダ商館跡　　　　　　　　　　　　　
江戸寛永年間、キリスト教の布教を防ぐため、ポルト
ガル人を集めて住まわせたのが、人口島・出島の始
まりである。　　　　　　　　　　　　　　　　　
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大浦天主堂　　　　　　　　　　　　　
我が国に導入された極めて初期の洋風建築
物であり、慶応１（1865）年落成で国宝に指
定されている。ゴシック様式で作られている
この天主堂の内部には、美しいステンドグラ
スがはめこまれている。　　　　　　　　　

28

29

30

31

32

1862

1863

1864

1865

1866

文久2

文久3

元治元

慶応元

慶応2

1月武市半平太の使者として、荻の久坂玄端を訪ねる
3月澤村惣之丞と脱藩する
秋ごろ勝海舟を訪問し門下生となる。その後土佐藩の
同志を、次 と々海舟の門下に入れる
2月海舟の尽力で脱藩罪が許される
3月安岡金馬と共に、航海術修業の藩命を受ける。この
頃兄権平と京都で会う
4月幕府大目付大久保忠寛（一翁）に会う
5月海舟の使いで福井に赴き、神戸・勝塾建設援助資金を
借用。この時、横井小楠や由利公正と面談する
6月紀伊和泉国境で、土佐藩士広井磐之助の仇討を海舟と
共に助けて果たさす
10月神戸・勝塾の塾頭になる
11月土佐藩よりの帰国命令を拒否し、再び脱藩の身となる
海舟の命により、東奔西走
6月北海道開拓を計画したが、池田屋騒動で同士北添佶磨
を失い、計画は頓挫
8月海舟の使者として西郷隆盛と会う
5月西郷、小松帯刀らの計らいで、近藤長次郎、澤村
惣之丞、高松太郎ら同士と共に、鹿児島に赴く
閨5月薩摩藩の援助で、長崎に「亀山社中」を設立する
薩長和解のため尽力する
12月桜島丸（旧ユニオン号）改訂条約を結ぶ
1月21日薩長同盟の盟約成る
1月23日夜、伏見奉行所の役人に襲われて負傷する（寺田屋事件）
2月薩長同盟の確認を求める桂の書簡に裏書きをする
この頃楢崎龍と結婚する

・
・
・

・
・

・
・

・

・
・
・
・

・
・

・
・
・
・
・
・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・

・

4月執政吉田東洋暗殺
10月幕府に攘夷を促すため三条実美、
姉小路公知が江戸へ

3月将軍家茂上洛
3月新撰組結成

5月長州、米英蘭仏船を砲撃
8月17日 天誅組挙兵
8月18日の政変。土佐勤王党弾圧始まる

3月水戸藩攘夷派の筑波山挙兵
6月池田屋騒動
この頃、天誅が横行
3月幕府神戸海軍操練所を廃止
閨5月11日土佐勤王党の獄で武市半平太切腹

11月幕府の第二次征長始まる

2月開成館創設。大阪と長崎に貨植局出張所
「土佐商会」を設ける

［年　令］ ［関　連　事　項］［事　項］

脱藩からおりょうとの結婚まで龍馬
略年表

見どころスポット

グラバー園　　　　　　　　　　　　　
スコットランド出身のイギリス人・グラバーの
邸宅跡。グラバーは1859年、21歳の時、開
港と同時に長崎で貿易業務を開始し、グラバ
ー商会を設立した。活発な商業活動に加え、「政
商」の顔も持っていたと言われ、龍馬や幕末
の志士たちはその影響を受けたものと思われる。

オランダ坂　　　　　　　　　　　　　　　　
長崎はイギリス・アメリカをなどとの自由貿易を担う
ため、開港された。外国の商人はオランダ坂付近に
住居や活動拠点を構えたため、外国人居留地が形成
された。異国情緒あふれるオランダ坂周辺の街並み
は、明治から現代に至るまで現存している。　　　

風頭（かざがしら）公園の龍馬像　　　　　　　　　
全国の有志から募金を集め、平成元年に建立された坂本
龍馬之像。その視線は長崎港を見下ろし、日本の夜明けを
見つめているようだ。台座1.8メートル、高さ3メートル。
像の近くには、海援隊旗が翻っている。　　　　　　　　

NAGASAKI

Text/Naoya Kinoshita  Photo/Keisuke Suzuki  参考文献／案内図録（高知県立坂本龍馬記念館 発行）

龍馬の妻・楢崎　龍（ならさき　りょう）　　　　　　　　　　　　　　　　

おりょうは天保12（1841）年京都で生まれる。父は町医者で家業は繁盛しており、

若い志士を援助していたが、安政の大獄で捕えられ獄舎で死亡、一家は途方に暮れる。

りょう一家の窮状を見かねた龍馬が、志士たちが出入りする旅籠の飯炊きに雇い入れ、

互いに惹かれあい結婚。慶応２（1866）年に起こった寺田屋事件で龍馬が襲撃された時、

おりょうの機転で龍馬の危機を救った逸話は有名。（亀山社中資料館蔵）　　　　　　

大浦海岸通り　　　　　　　　　　　　　　
海側から見た外国人居留地の風景。外国人を乗せた
人力車や行きかう人々で賑わいをみせ、領事館や
商社などが立ち並んだ海岸通りは「大浦バンド」と
呼ばれるメインストリートだった。写真中央はアメリカ
領事館。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

明治初期に撮影された南山手から眺めた出島
（中央の突き出た部分）　　　　　　　　　　　　
長崎には藩が無く、幕府の直轄領で、外国との貿易の
窓口だった。（亀山社中資料館蔵）　　　　　　　　
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酒
井
氏　

「
西
郷
さ
ん
は
考
え
が
大
き
く
て
、

実
に
温
か
い
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
西
郷
さ
ん
の

『
征
韓
論
』
を
韓
国
を
攻
め
る
と
い
う
よ
う
に
解

釈
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、そ
れ
は
間
違
い
で
す
。

ロ
シ
ア
が
日
本
を
含
め
ア
ジ
ア
に
進
出
す
る
の
を

抑
え
る
た
め
韓
国
と
連
携
し
よ
う
と
し
て
、そ
の

交
渉
に
自
分
が
赴
く
、『
も
し
私
が
殺
さ
れ
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
攻
め
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
』
と

の
説
得
の
た
め
の
一
言
で
、真
意
が
歪
曲
さ
れ
伝

え
ら
れ
た
も
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

鹿
児
島
で
私
学
生
徒
が
決
起
し
た
と
さ
れ
る
西
南

戦
争（
明
治
10
年
）も
、は
じ
め
は
中
央
政
府
に
抗
議

す
る
デ
モ
行
進
程
度
に
考
え
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

西
郷
さ
ん
は
、戦
争
拡
大
を
最
後
ま
で
回
避
し
よ
う

と
し
た
の
で
す
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

西
郷
自
身
の
政
治
・
人
生
哲
学
等
を
ま
と
め
た

「
南
洲
翁
遺
訓
」
が
あ
る
。
庄
内
の
人
々
は
、

藩
の
恩
人
と
も
い
え
る
西
郷
隆
盛
を
人
格
者
と
し

て
敬
い
、そ
の
教
え
を
今
も
な
お
学
習
し
続
け
て
い
る
。

　　

真
の
人
間
性
と
は
何
か
を
探
求
し
て
や
ま
な
い
庄

内
の
人
々
に
、世
代
を
超
え
て
学
ぶ
べ
き
も
の
は
多
い
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

 

庄
内
酒
井
家
は
、酒
井
忠
次
、井
伊
直
政
、本

多
忠
勝
、榊
原
康
政
の
徳
川
四
天
王
の
筆
頭
・
譜

代
大
名
で
、徳
川
家
康
の
天
下
統
一
に
大
き
な
功

労
が
あ
っ
た
。 

　
 

 

 

慶
長
９（
1
6
0
4
）年
に
、関
が
原
の
戦
い
の

戦
功
に
よ
り
上
州
高
崎
５
万
石
の
城
主
と
な
り
、

元
和
８（
1
6
2
2
）年
に
庄
内
13
万
８
千
石
を

拝
領
さ
れ
、十
一
代
250
年
近
く
に
わ
た
り
庄
内
地

方
を
治
め
て
き
た
。
幕
末
に
な
る
と
、庄
内
藩
は

幕
府
側
の
中
心
勢
力
と
し
て
官
軍
と
激
し
く

戦
っ
た
後
、降
伏
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井
氏　
「
幕
末
、新
撰
組
は
会
津
藩
の
配
下
で
、

京
都
の
市
中
を
取
り
締
ま
る
役
目
を
し
て
お
り
、

庄
内
藩
も
新
徴
組（
し
ん
ち
ょ
う
ぐ
み
）と
い
う

江
戸
市
中
取
締
役
の
命
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

慶
応
３（
1
8
6
7
）年
に
、庄
内
藩
は
治
安
維

持
の
目
的
で
江
戸
の
薩
摩
藩
邸
の
焼
き
討
ち
を

主
導
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
薩
摩
の
策
略

で
し
た
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

慶
応
４（
明
治
元
年
・
1
8
6
8
）
年
に
、

薩
摩
・
長
州
藩
を
主
力
と
す
る
討
幕
軍
と
幕
府

軍
が
衝
突
し
た
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
が
勃
発
、

幕
府
軍
が
敗
北
し
た
。こ
の
戦
い
は
、先
の
江
戸

薩
摩
藩
邸
焼
き
討
ち
が
契
機
と
な
り
起
こ
っ
た

も
の
で
あ
っ
た
。
庄
内
藩
は
同
年
５
月
に
奥
羽
越

列
藩
同
盟（
お
う
う
え
つ
れ
っ
ぱ
ん
ど
う
め
い
）に

加
盟
し
、新
政
府
軍
と
全
面
的
に
対
決
す
る
べ

く
戊
辰
戦
争
に
参
戦
す
る
が
、劣
勢
を
挽
回
で

き
ず
同
年
９
月
に
降
伏
す
る
こ
と
に
な
る
。　
　

　

前
述
の
よ
う
に
、幕
末
期
に
反
目
し
あ
っ
て
い

た
庄
内
と
薩
摩
で
あ
っ
た
が
、現
在
、鶴
岡
と

鹿
児
島
は
兄
弟
都
市
の
盟
約
を
結
ん
で
い
る
。

そ
の
経
緯
に
は
、西
郷
隆
盛
の
人
徳
が
大
き
く

関
与
し
て
い
る
と
、酒
井
氏
は
語
る
。　
　
　
　

酒
井
氏　
「
庄
内
藩
に
対
し
、官
軍
の
と
っ
た
措

置
は
、敗
れ
た
他
の
同
盟
各
藩
に
比
べ
る
と
、

き
わ
め
て
寛
大
な
も
の
で
し
た
。　
　
　
　

 

そ
れ
を
指
示
し
た
の
が
、西
郷
隆
盛（
南
洲
）

公
だ
っ
た
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

降
伏
し
た
後
は
、
敵
も
味
方
も
な
く
、

兄
弟
同
様
だ
。
今
は
外
国
の
脅
威
に
日
本
が

一
丸
と
な
っ
て
立
ち
向
か
う
時
な
の
だ
、と
い
う
の

が
西
郷
さ
ん
の
考
え
方
で
し
た
。　
　
　
　
　

　

歴
史
に
『
も
し
も
』
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

西
郷
さ
ん
が
会
津
の
降
伏
に
も
関
与
し
て
い
た

と
す
れ
ば
、そ
こ
で
も
厳
し
い
処
分
は
下
さ
れ

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」　
　
　

　

庄
内
藩
で
敗
戦
処
理
の
任
に
あ
た
っ
た
の
は
、

家
老
の
菅
実
秀
（
す
げ
さ
ね
ひ
で
）で
あ
る
。

菅
は
、
西
郷
の
配
慮
に
よ
る
極
め
て
緩
や
か

な
処
分
に
感
謝
し
、
そ
の
謝
意
を
伝
え

る
た
め
、
明
治
４
年
初
め
て
西
郷
に
会
う

こ
と
と
な
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

菅
は
西
郷
の
誠
実
さ
を
敬
愛
し
、庄
内
復
興

の
方
策
に
つ
い
て
相
談
し
た
。
養
蚕（
よ
う
さ
ん
）

事
業
を
手
掛
け
る
た
め
、三
千
人
も
の
武
士
が

桑
を
持
っ
て
開
墾
を
手
掛
け
た
松
ヶ
岡
開
墾
場

の
開
設
に
は
、西
郷
も
大
い
に
賛
同
し
、支
援
し
た
。

酒
井
氏　
「
武
士
道
を
重
ん
じ
る
庄
内
藩
は
、戊

辰
戦
争
の
時
で
も
、戦
地
で
は
節
度
を
も
っ
て
ふ

る
ま
い
、
略
奪
暴
行
な
ど
は
一
切
せ
ず
、

敵
・
味
方
区
別
な
く
亡
骸（
な
き
が
ら
）を
手
厚

く
葬
り
ま
し
た
。庄
内
藩
士
に
は
、藩
校
致
道
館

（
は
ん
こ
う
ち
ど
う
か
ん
）で
の
武
士
道
の
教
え
が

い
き
わ
た
っ
て
い
た
の
で
す
」　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

西
郷
に
は
、日
本
中
を
見
回
し
て
も
、庄
内
ほ

ど
礼
節
を
重
ん
じ
、国
の
た
め
義
を
尽
く
し
働
こ

う
と
い
う
気
概
を
も
っ
て
い
る
藩
は
な
い
、と
感
じ

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。西
郷
隆
盛
と
庄
内
と
の
徳

と
義
を
基
に
し
た
交
流
に
は
、現
代
に
も
通
じ
る
、

人
と
し
て
最
も
根
源
的
な
も
の
が
あ
る
。　
　

　

　

　

　

　

　

明治22年に恩赦で賊軍の誹り（そしり）を免れた後、
酒井家はじめ西郷の崇敬者が発起人となり、銅像が
建立された。

酒井忠久氏
（さかい  ただひさ）

1946年鶴岡市生まれ。酒井家第18代当主。

成蹊大学卒業後、松ヶ岡物産（株）を設立し、

代表取締役に就任。

1992年より（財）致道博物館館長。

松ヶ岡開墾場総長を務める。

PROFILE

現
代
ま
で
続
く
、徳
義
を
重
ん
じ
る
気
風

酒
井
家（
旧
庄
内
藩
主
）第
十
八
代
当
主

酒
井
忠
久
氏
に
聞
く

西
郷
隆
盛
と
庄
内
の
人
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
８
年
、
菅
実
秀
は
庄
内
藩
士
と
共
に
自
ら

鹿
児
島
を
訪
れ
、西
郷
の
教
え
を
受
け
る
。　
　
　

後
に
そ
の
教
え
を
受
け
た
人
た
ち
の
手
記
を
集
め

「
南
洲
翁
遺
訓
」
を
発
刊
し
た
。
第
11
代
藩
主

酒
井
忠
篤
（
た
だ
ず
み
）
公
は
、
数
名
の
旧
臣
を

各
地
に
行
脚
さ
せ
、こ
の
冊
子
を
全
国
に
配
布
し
た
。　

南
洲
翁
遺
訓

上野の西郷隆盛像

「天を敬い、人を愛する」が南洲翁の基本的な考え方。天は他人も自分も全く
同様に平等に愛してくれるものであるから、自分を愛する心をもってすべての
人を愛することが人の道、と教えた。

南洲神社（酒田市）境内にある「敬天愛人」の石碑
西郷隆盛（南洲）と菅実秀（臥牛）が鹿児島の西郷屋敷で親睦を深め、「徳の交わり」を
誓い合ったことを記念して製作される。

南洲神社（酒田市）境内にある「徳の交わり」像
明治６年より、旧藩士らが養蚕業に着手し、養蚕の先進地である群馬県高崎、
前橋方面を視察し、上州島村（現群馬県伊勢崎市内）の飼育方法を導入することにした。

松が岡開墾場（鶴岡市）の上州島村式蚕（かいこ）室

建物内には酒井家に伝わる鎧、兜、調度品等を展示
致道博物館内にある藩守の御殿「御隠殿」の前で

Text/Naoya Kinoshita
Photo/Keisuke Suzuki 
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医
療
法
人
大
誠
会
様
は
、主
要
施
設
と
し
て
、

①
内
田
病
院
、②
介
護
老
人
保
健
施
設
「
大
誠
苑
」
、

③
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム「
ゆ
う
ゆ
う
・
う
ち
だ
」

を
運
営
す
る
総
合
医
療
・
介
護
機
関
で
す
。　
　

　　

内
田
病
院
様
で
は
、最
新
の
医
療
介
護
技
術
を

い
ち
早
く
取
り
入
れ
、常
に
地
域
に
必
要
と
さ
れ

る
診
療
を
実
践
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

理
事
長
の
内
田
好
司
先
生
は
、地
域
の
人
々
が

「
か
か
り
や
す
い
病
院
」、「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
病
院
」
、

「
頼
り
が
い
の
あ
る
病
院
」づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
ま
た
利
根
沼
田
地
域
の
リ
ハ
ビ
リ

セ
ン
タ
ー
と
し
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
分
野
に

も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

医
療
法
人
大
誠
会
様
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

る
と
、内
田
病
院
様
の
特
筆
す
べ
き
医
療
技
術
と

し
て
は
、以
下
の
よ
う
な
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。　

　
「
肛
門
科
」に
お
い
て
は
、常
に
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
診
療
を
採
り
入
れ
て
お
り
、東
洋
医
学
的
な

鍼
や
漢
方
も
利
用
し
た
「
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
が

内
田
病
院
様
の
特
長
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

内
田
先
生
は
、日
本
大
腸
肛
門
病
学
会
の
指
導

医
と
し
て
認
定
さ
れ
て
お
り
、同
病
院
も
日
本
東

洋
医
学
会
か
ら
専
門
医
研
修
施
設
と
し
て
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

リ
ハ
ビ
リ
部
門
に
お
い
て
は
、理
学
療
法
士
８

名
、作
業
療
法
士
８
名
、言
語
聴
覚
士
４
名
、音
楽

療
法
士
１
名
、臨
床
美
術
士
１
名
、歯
科
衛
生
士

２
名
と
、様
々
な
分
野
に
わ
た
る
体
制
を
と
っ
て

い
ま
す
。　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

そ
の
他
、検
査
部
門
に
お
い
て
は
、辛
く
て
敬
遠

さ
れ
が
ち
な
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
胃
カ
メ
ラ
な
ど
に

も
、常
に
最
新
の
内
視
鏡
を
使
用
。「
苦
し
く
な
い

検
査
」
、「
笑
顔
で
終
え
ら
れ
る
快
適
な
検
査
」
を

掲
げ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ま
た
、も
の
忘
れ
外
来
に
お
い
て
は
、認
知
症
の

方
が
安
心
・
安
全
に
「
そ
の
人
ら
し
く
そ
の
人
の

力
で
、そ
の
ま
ま
暮
ら
せ
る
よ
う
に
」
と
い
う
支
援

を
、医
療
介
護
面
か
ら
確
実
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、ご
家
族
か
ら
の
相
談
に
も
、

常
に
き
め
細
か
く
対
応
し
て
い
ま
す
。 

　
 

 

 

   

 

大
誠
会
理
事
長
の
内
田
先
生
は
、環
境
・
省
エ
ネ

対
策
に
つ
い
て
、下
記
の
文
章
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

 　

Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
は
健
康
に
対
す
る
観
点
か
ら
み

れ
ば
、煙
草
の
煙
り
程
直
接
的
な
関
連
性
は
な
い

け
れ
ど
、Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
て
い
る
こ
と
は
、広
い

意
味
で
の
健
康
的
な
環
境
を
守
っ
て
い
る
と
は
い

え
な
い
。
ま
し
て
地
球
規
模
で
今
後
の
事
を
考
え

る
な
ら
ば
、医
療
人
と
し
て
関
心
を
寄
せ
る
べ
き

問
題
と
受
け
止
め
て
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

当
会
は
建
設
当
初
か
ら
２２
年
が
経
ち
、内
部
の

増
改
築
等
に
関
し
て
は
随
時
必
要
に
応
じ
て
対
応

し
て
き
た
が
、今
般
冷
暖
房
機
の
耐
用
年
数
が
経

過
し
入
替
が
生
じ
た
時
、株
式
会
社
ヤ
マ
ト
さ
ん

の
勧
め
が
あ
り
、重
油
方
式
か
ら
夜
間
蓄
熱
方
式

に
大
幅
な
改
築
を
行
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

２５
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
に
相
当
す
る
貯
水
槽
を
地

下
に
埋
設
、夜
間
電
力
を
使
用
し
て
運
用
を
始
め

た
。
窓
も
す
べ
て
ペ
ア
ガ
ラ
ス
に
取
り
替
え
、冷
暖

房
効
果
を
高
め
る
事
と
し
た
。
結
果
、
重
油
の

使
用
量
は
激
減
、Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
貢
献
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
も
う
一
歩
、給
湯
ボ
イ
ラ
ー
を
入
替

す
る
事
で
、ノ
ン
オ
イ
ル
の
医
療
環
境
が
実
現
す

る
予
定
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ま
た
、対
費
用
効
果
は
、当
初
の
株
式
会
社
ヤ
マ

ト
さ
ん
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
上
回
る
結
果
を

出
し
つ
つ
進
行
中
で
あ
る（
１
年
を
経
過
し
て
い
な

い

）
。　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

入
院
入
所
の
方
々
は
も
と
よ
り
、職
員
に
対
し

て
も
年
間
を
通
じ
て
快
適
な
環
境
を
提
供
す
る

事
が
で
き
て
、管
理
者
と
し
て
は
嬉
し
い
限
り
で

あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
誠
会
理
事
長 

内
田
好
司
様

　

医
療
機
関
と
し
て
の
環
境
対
策　

紹
介

お
客
様

医
療
法
人
大
誠
会　

様（
群
馬
県
沼
田
市
）

理事長の内田好司先生

日頃のレクリエーションには、音楽療法のメニューが
用意されています。

ワーク教室の様子。アートセラピーは脳のリハビリに効果があり、参加者から好評です。

病院内は明るく開放的で地域の方々に親しまれています。

内田病院様の外観

介
護
を

提
供

良
質
の

医
療
と

介
護
を

提
供

良
質
の

医
療
と

ランニングコスト 一次エネルギー消費量

熱源システム更新により、
過去3ヶ年のランニングコスト平均値より
およそ39％削減することができました。

熱源システム更新により、
過去3ヶ年のCO2排出量の平均値より
およそ34％削減することができました。

熱源システム更新により、
過去3ヶ年の一次エネルギー消費量の平均値より
およそ24％削減することができました。

建築工事

空調熱源

蓄熱槽

遠隔監視

その他

窓ガラス更新工事（Low-e複層ガラス）

高効率大温度差蓄熱空調システム

空冷ヒートポンプチラー50馬力×6基

温度成層型水蓄熱槽570m3

ヤマトTASKPLUS

空調機は既存利用（一部更新）

施設名称

所在地

建物概要

用途

竣工

更新工事竣工

医療法人大誠会　内田病院

群馬県沼田市久屋原町345-1

鉄骨造6階建 延床面積 10,301m2

病院　老健施設

昭和63年9月

平成21年12月

施設概要

システム概要

10,355 11,504

9,594
3,597

0
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過去3ヶ年平均 更新後

一次エネルギー消費量推移

一
次

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量

推
移

［
G

J
／

年
］

A重油

電気

医療法人大誠会 様　省エネルギー改修工事

大温度差蓄熱空調システム納入効果検証

352 398

634

249
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過去3ヶ年平均 更新後

CO2排出量推移［t-CO2／年］

C
O

2
排

出
量

推
移

［
t-

C
O

2
／

年
］

A重油

電気

CO2排出量

15,926 12,626

15,383

6,328

0

5,000

10,000
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30,000

35,000

過去3ヶ年平均 更新後

ラ
ン

ニ
ン

グ
コ

ス
ト

［
千

円
］

ランニングコスト推移

※過去３カ年は、2005年度～2007年度の平均値。
　更新後は、2009年11月～2010年10月（2010年6月～10月は想定）とする。

A重油

電気
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